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【手続補正書】
【提出日】平成23年12月26日(2011.12.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　研磨パッドであって、
　化学的機械的平坦化中に、水性研磨剤粒子研磨媒体に放出され、且つ、溶解するのに十
分な量で存在する化学剤であって、研磨剤粒子の凝集を低減する化学剤と、
　前記パッドの形態に成形される結合剤と、
　を備え、
　前記パッドは表面を有し、前記パッドが摩滅するにつれて前記表面は再び新しい状態に
され、前記化学剤の少なくとも一部を露出させる
　ことを特徴とする研磨パッド。
【請求項２】
　請求項１に記載の研磨パッドであって、
　前記化学剤は、ポリ（酢酸ビニル）由来のポリ（ビニルアルコール）を含有し、且つ、
前記ポリ（酢酸ビニル）の前駆体の５０％を超える加水分解率を示し、前記ポリ（ビニル
アルコール）は、前記パッドの０．１～５０．０容量％の範囲で存在する
　ことを特徴とする研磨パッド。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の研磨パッドであって、
　前記化学剤は、前記パッド内に三次元網目構造を形成する
　ことを特徴とする研磨パッド。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の研磨パッドであって、
　前記化学剤は、繊維に被覆される
　ことを特徴とする研磨パッド。
【請求項５】
　請求項４に記載の研磨パッドであって、
　前記繊維は、可溶性である
　ことを特徴とする研磨パッド。
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【請求項６】
　請求項４に記載の研磨パッドであって、
　前記繊維は、不溶性である
　ことを特徴とする研磨パッド。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の研磨パッドであって、
　前記化学剤は、前記パッド内に分散される粒子を含有する
　ことを特徴とする研磨パッド。
【請求項８】
　請求項２～７のいずれか１項に記載の研磨パッドであって、
　前記ポリビニル・アルコールは、繊維を含有する
　ことを特徴とする研磨パッド。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の研磨パッドであって、
　前記水性研磨剤粒子研磨媒体に溶解しない、第二の化学剤を含有し、該第二の化学剤は
、前記パッドの表面に、所望のレベルの親水性または疎水性を付与する
　ことを特徴とする研磨パッド。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか１項に記載の研磨パッドであって、
　前記化学剤を前記パッドの一部領域に局在化させ、局所的な相対濃度を付与する
　ことを特徴とする研磨パッド。
【請求項１１】
　研磨パッドを形成する方法であって、
　化学剤を結合剤に化合させる工程であって、前記化学剤が、化学的機械的平坦化中に、
水性研磨剤粒子研磨媒体に放出され、且つ、溶解するのに十分な量で存在し、研磨剤粒子
の凝集を低減する工程と、
　前記結合剤および前記化学剤を、化学的機械的平坦化研磨パッドの形態に成形する工程
と、
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の方法であって、
　前記化学剤は、ポリ（酢酸ビニル）由来のポリ（ビニルアルコール）を含有し、且つ、
前記ポリ（酢酸ビニル）の前駆体の５０％を超える加水分解率を示し、前記ポリ（ビニル
アルコール）は、前記パッドの０．１～５０．０容量％の範囲で存在する
　ことを特徴とする方法。
【請求項１３】
　請求項１１又は１２に記載の方法であって、
　前記化学剤は、前記パッド内に三次元網目構造を形成する
　ことを特徴とする方法。
【請求項１４】
　請求項１１～１３のいずれか１項に記載の方法であって、
　前記化学剤は、繊維に被覆される
　ことを特徴とする方法。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の方法であって、
　前記繊維は、可溶性である
　ことを特徴とする方法。
【請求項１６】
　請求項１４に記載の方法であって、
　前記繊維は、不溶性である
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　ことを特徴とする方法。
【請求項１７】
　請求項１１～１６のいずれか１項に記載の方法であって、
　前記化学剤は、前記パッド内に分散される粒子を含有する
　ことを特徴とする方法。
【請求項１８】
　請求項１２～１７のいずれか１項に記載の方法であって、
　前記ポリビニル・アルコールは、繊維を含有する
　ことを特徴とする方法。
【請求項１９】
　請求項１１～１８のいずれか１項に記載の方法であって、
　前記水性研磨剤粒子研磨媒体に溶解しない、第二の化学剤を含有し、該第二の化学剤は
、前記パッドの表面に、所望のレベルの親水性または疎水性を付与する
　ことを特徴とする方法。
【請求項２０】
　請求項１１～１９のいずれか１項に記載の方法であって、
　前記化学剤を前記パッドの一部領域に局在化させ、局所的な相対濃度を付与する
　ことを特徴とする方法。
【請求項２１】
　研磨パッドを用いた研磨方法であって、
　表面を有する研磨パッドを基板に接触させる工程であって、前記パッドが、結合剤に化
合させた化学剤を含有し、該化学剤が、化学的機械的平坦化中に、水性研磨剤粒子研磨媒
体に放出され、且つ、溶解するのに十分な量で存在し、研磨剤粒子の凝集を低減する工程
と、
　前記パッドを摩滅させ、前記化学剤の少なくとも一部を露出させる工程と、
　を備えることを特徴とする方法。
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